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	協力隊だより
	王滝村地域おこし協力隊
	　木曽おんたけ観光局主催の御嶽山開山式が開催されました。今年は王滝口での開催年に当たり、前日にオープニングセレモニーが行われた「田ノ原Base」を会場として神事が執り行われました。 　木曽おんたけ観光局の三邨代表理事は、「御嶽山国定公園として広く知られるようになった今だからこそ、事前の情報収集とヘルメット着用等の安全対策を行った上で登山や拝登をしていただきたい。また、登山者でなくても、お子様やご年配の方々も登山口付近での散策も楽しんで欲しい。」と御嶽山に訪れる人々にメッセージを述べました。

	◆七月一日（水）御嶽山 開山式
	令和8年8月1日発行
	　木曽ユネスコ協会及び御嶽奉仕会によって呼びかけられた総勢８０名を越す協力者一同による登山道整備が行われました。２２回目となる今年は、雨風の中での開催となり、田ノ原周辺にて笹刈りが行われました。作業で冷えた身体を田ノ原Baseで販売される暖かい食事で労う場面も見られました。

	◆七月二日（木）御嶽山 王滝口登山道整備
	◆七月四日（土）御嶽山 国定公園記念式典
	　御嶽山国定公園指定記念事業長野県実行委員会による御嶽山記念式典が木曽福島スキー場にて開かれました。環境省、国会議員、長野県知事などの参列者により祝辞が述べられ、実行委員会の越原道廣会長と加藤真和副会長により、『御嶽山国定公園・保護利用推進宣言』が読み上げられました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


	　７月は待ちに待った御嶽山開山シーズン！という事で、「情報発信」担当として、御嶽山や村の行事に参加しました。今に息づく御嶽山の歴史・文化の姿を体感し、動画として記録に収めました。今後、開設予定である王滝村公式ＳＮＳアカウントにて発信予定です。
	■活動報告　～王滝らしい？熱中症対策～
	◆御嶽神社 開山祭 ｜例大祭　
	　着任１ヶ月半の伊藤です。毎日暑い日が続きますが、皆さんはどんな熱中症対策をされていますか？ 私はズバリ、川に飛び込んで火照った身体をクールダウンさせています。お気に入りの冷やしスポットは鈴ヶ沢です。暑さの逃げ場がない都会と違い、王滝村は冷たい沢が無数にあり、標高を上げれば気温も下がります。そのおかげで暑さに耐えるだけだった夏が大好きになってきました。王滝村は夏の楽園です。 　

	◆「平日は仕事 思い立ったらすぐ山に登れる 生活 オンライン移住イベント」登壇　

	　長野県のアンテナショップや移住相談窓口としての機能を果たす「銀座NAGANO」主催の移住セミナーに参加しました。３０名ほどの参加者が視聴する中、伊那市、信濃町、小谷村などの各市町村がそれぞれの地域の山の魅力と暮らしについて発表しました。 　王滝村が御嶽山を有する唯一の市町村だった事もあり、御嶽山の自然・歴史・文化を全面にアピールしつつ、お山の麓で暮らす魅力についても紹介しました。伏流水や昼夜の寒暖差がもたらす豊かな農作物や採集・狩猟をはじめとする「自力」で生活の糧を得ることの豊かさを紹介しました。今後も積極的に村の魅力を伝え、移住・関係人口の増加に貢献していきます。
	　王滝村に来てまず興味を持ったのは各家庭に飾られている「村民憲章」の存在です。制定された平成２年（１９９０年）当時の公民館長であった大家幸雄さんに当時の様子をお伺いしました。平成という新時代における住民意識の再定義に繋がったと同時に村民憲章は「村民と移住者が互いに協力し合う村づくりを進めるためのありがたいものであった。」とのことです。 　先人の願いが込められた村民憲章。村の誇りを抱かせてくれる大きな王滝の魅力です。 （文責：伊藤主峰）
	◆３６年前に制定された「村民憲章」　


